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お 疲 れ さ ま で し た 
 

今年度は暦の廻りで、月曜日が入学式・始業式となりました。つまり、子どもたち

の登校初日である入学式・始業式から、休みなく まるまる１週間 授業があることに

なりました。実は、これは我々教員にとって、とっても疲れる１週間となるのです。

なかでも今年転任してきた職員にとっては尚更のことです。 

そのことにハタと気づいたわたしは、前日（木曜日）の夜に思い立って夜中も営業

している店に行ってお菓子を仕入れ、きのうの放課後、職員に配りました。けれど、

ただ配っても面白くないなと思ったわたしは、段ボール箱に手を入れることのできる

円い穴をあけ、その箱の中に３種類の味の棒状菓子を入れ、 

「月曜はじまりの長い１週間お疲れ様でした。１本お引きください！」 

と職員一人一人のところを回りました。 

こんなことしかできない校長ですが、こんなことでほんの少しでも、職員の元気が

よみがえればいいなあと思っています。 

さあて、次はどんなことをしようかなあ・・・。 


